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１.要旨 

３Ｈ工法とは、高橋脚をより合理的に建設できる技術の開発をめざし、平成７年度

より、独立行政法人土木研究所、財団法人先端建設技術センター及び民間１１社で共

同研究「プレハブ・複合部材を用いた山岳部橋梁の下部工の設計・施工技術の開発」

に取り組んだもので、高橋脚建設のための新技術「Hybrid Hollow High pier（３Ｈ）

工法」である。 

今回、３Ｈ工法の特長および尾原ダム尾崎山方線１号橋下部工事の施工上の留意

点・施工状況について紹介する。 

 

２.事業概要 

尾崎山方線１号橋は尾原ダム建設に伴う付替道路の尾崎山方線の主要橋梁で、橋脚

工事が平成１７年１２月より行われており、現在Ｐ１・Ｐ２に於いて橋脚を施工中で

ある。 

 

３.橋梁諸元 

３．１，橋梁形式 

斐伊川を横過する交差条件や、橋梁高等を考慮してＰＣ３径間連続ラーメン箱桁橋

を採用した。 

３．２，橋脚形式 

 橋脚高が高いことから中空壁式とし、施工性を考え３Ｈ工法を採用した。 

３．３，基礎形式 

 深礎杭（Ａ１,Ａ２：φ3,000）、 大口径深礎杭（Ｐ１、Ｐ２：φ10,000） 
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４．３Ｈ工法の概要 

４．１，構造概要 

３Ｈ工法は、軸方向鉄筋を、Ｈ形鋼材や鋼管に置き換え、さらに鋼材を軸方向鉄筋

とスパイラル筋で囲い込んだスパイラルカラム（プレハブ・複合材）を用いた高橋脚

の設計・施工技術で、以下の特長を有する。 

 ・ＲＣ構造の軸方向鉄筋の一部を鋼材（Ｈ形鋼あるいは鋼管）に置き換えた構造で

ある。 

 ・中間帯鉄筋の代わりに細径異形ＰＣ鋼棒をら旋状に加工したスパイラル筋を軸方

向鋼材に取り囲むよう配置し、軸方向鋼材の座屈を拘束する。 

 ・軸方向とスパイラル筋は、あらかじめ柱状のスパイラルカラムに組み立て、部材

をプレハブ化する。 

・型枠には３Ｈパネルと称する帯鉄筋を内蔵したプレキャスト製埋設型枠または昇

降式移動型枠を適宣選択する。 

 

 

 

 

 

従来の鉄筋コンクリート構造 ３Ｈ工法の鉄筋コンクリート構造 

３Ｈパネル構造 昇降式移動型枠



５．尾崎山方線１号橋での橋脚構造形式の決定 

設計段階での比較検討結果は下表のとおりとなり、３Ｈ工法を採用すると、ＲＣ中

空断面橋脚、鋼管・コンクリート複合橋脚形式に比べ経済的となった。 

また３Ｈ構造形式の中で、（大型パネル型枠）、（３Ｈパネル型枠）の２形式について

も比較検討を行った。結果、工期的には３Ｈパネルを用いたほうが有利であるが、全

体工事の中で本橋下部の工事工程がクリティカルとなることはないため橋梁の構造形

式としては経済性に優れる大型パネル型枠による３Ｈ工法を採用することとなった。 

また断面形状は、景観に配慮し８角形の断面となっている。 

 

 

６．施工手順  

１，スパイラルカラムの組み立て。 

２，最下段のスパイラルカラムを、鉄骨建込み架台を利用しフーチングにセット。 

３，スパイラルカラムの建て込み。 

４，鉄筋組み立て。 

５，型枠組み立て。 

６，コンクリート打設。 

 
 

橋脚構造形式の比較検

スパイラルカラムの接合状況 スパイラルカラム建込み状況 



 

 

７．当現場における施工状況について 

 実施工程は下表のとおりとなる。ただし現在の施工状況はＰ１橋脚の２ロット目の

コンクリート打設が完了した段階で、スパイラルカラムの接合は行っていない。 

 

鉄筋工について。現場では新技術の「Ｔヘッドバー、機械式継ぎ手」を用いて工期

短縮している。 

型枠工について。８角形断面を大型パネル化する際に、８角形を４分割にして出来

るだけ施工手間を省略している。 

 

８．終わりに 

 ３Ｈ工法は、材料単価が増加するが、３Ｈパネル･昇降式移動型枠を併用し大幅な工

期短縮をはかり、労務費の減少・損料の減少によって全体的にはコストダウンとなる

ことが知られている。 

今回の尾崎山方線１号橋に採用した「３Ｈ工法」は、大幅に工期短縮をはかる必要

がないことから、型枠に大型パネル型枠を採用しており、今回工事での施工性とコス

ト縮減を明らかにすることによって「３Ｈ工法（プレハブ・複合材）」のコスト縮減効

果が明らかになると思われる。 

 ただし比較検討が可能となるのは、橋脚施工完了時の施工日数で比較する必要があ

り、８角形断面の施工性も考慮にいれる必要があると思われる。 

鉄筋組み立て状況 大型パネル型枠建込み状況 


